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令和４年度 第４回下野市教育委員会定例会議事録 
 
 日  時  令和４年７月１９日（火）午後１時３０分～午後５時１０分 

 会  場  下野市役所３階 ３０３・３０４会議室 
 出席委員   教 育 長  石﨑 雅也   職務代理者  永山 伸一 
        委   員  熊田 裕子   委   員  石嶋 和夫 
        委   員  佐間田 香 
 出席職員   教育次長         近藤 善昭 

教育総務課長       上野 和芳 
学校教育課長         石島 直 
生涯学習文化課長     浅香 浩幸 
文化財課長        山口 耕一 
スポーツ振興課長     若林 毅 
教育総務課課長補佐    神田 晃 
学校教育課主幹兼指導主事 土田 礼巳 
教育総務課主事      慶留間 遥 
 

 公開・非公開の別  公開（一部非公開） 
 傍 聴 者   ０ 人 
 報道機関   ０ 人 
 議事録（概要）作成年月日  令和４年８月１８日 
 

議  事 
議案第２０号  令和５年度使用教科用図書の採択について 

 
協議事項 
（１）下野市民生委員推薦会推薦委員の選出について 

 
報告事項 
（１）令和４年第２回市議会定例会の報告について 
（２）教育委員会後援等の承認について 
（３）とちぎっ子学習状況調査結果（速報）の報告について 
（４）グリムの森遊具等設置工事（設計・施工）に係る指名型プロポーザルの 

結果について 
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そ の 他 
（１）下野市学校適正配置推進協議会の実施について 

（２）第１５回下野市教育のつどい 記念コンサートの実施について 

（３）石橋公民館想い出写真展 

（４）石橋複合施設工事現場見学会のお知らせ、開館までのスケジュール 

（５）文化協会ハンドベルコンサート 

（６）国分寺図書館「くら寿司出張講座」 

（７）グリム夏休みイベント 
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１．開会 

 ２．教育長挨拶及び報告 

（石﨑教育長）   ６月２１日から本日７月１９日までの職務について報告する。 

・ ６月２２日、藤沢修一氏が教育長表敬訪問をされた。県子

連の「子ども会活動功労者表彰」を受賞されたことによる

表敬訪問であった。子ども会関係活動年数は３１年間との

ことであった。 
・ ６月２３日、教職員評価制度に係る管理職当初面談第３日

目を実施し、教頭８名との面談を行った。 
・ ６月２４日、令和４年度第２回市議会定例会が閉会した。

本年度一般会計補正予算など２議案を原案どおり可決した。

また、議員発議による市議会活性化特別委員会の設置を可

決した。最後に広瀬市長の閉会の挨拶が行われ、市長在任

の４期１６年を振り返り、１０分を超える演説が行われた。 
・ ６月２６日、しもつけウインドオーケストラ２０２２が国

分寺公民館大ホールにて開催された。しもつけ・おやまジ

ュニアオーケストラとの共演もあった。 
・ ６月２７日、市行政改革推進本部会議が開催された。 
・ 同日、地方創生推進本部会議が開催された。 
・ 同日、国分寺小学校において、教育委員の学校訪問を実施

した。 
・ ６月２８日、市教育委員会職員による立哨・巡回指導を実

施した。 
・ 同日、第１回市スポーツ推進審議会が開催された。８人の

委員の中から、市スポーツ協会長の吉澤賢一氏が会長に選

任された。今年度のスポーツ振興事業や年間行事予定等が

議題であった。 
・ ６月２９日、第３回市定例校長会議を開催した。「下野市こ

ども未来プロジェクト第１回生徒交流会活動報告と今後の

活動予定について」「『下野市いじめ防止強調月間』の取組

について」などの説明を行った。また、県教育委員会発出

の通知についての伝達を行った。 
・ 同日、中学生平和研修派遣者の選考委員会が開催された。

参加申込書に記入された「参加志望の動機」等の内容を基

に、各校男女１名ずつ、計８名を選出した。 
・ ６月３０日、第２回公民館運営審議会が開催された。昨年

度の「公民館評価」並びに石橋複合施設の「利用料金（案）」

等が議題であった。 
・ 同日、英語でコミュニケーションＤＡＹを石橋中学校２年

生の各クラスを対象に行った。昼休みにアトリウムで行っ

たＡＬＴとの交流には、他学年からも多くの生徒たちが集
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まるなど、大変盛り上がった。 
・ ７月１日、第１回社会教育委員会議が開催された。委員長

には五月女洪氏、副委員長には花澤公久氏が選出された。

「社会教育委員の職務について」「社会教育関係団体への補

助金の交付について」等が議題であった。 
・ 同日、岐阜県本巣市歓迎会が行われた。同市の市長、市議

会正副議長、教育長など８名が訪問された。出席者による

歓談の後、天平の丘公園、道の駅しもつけ等を視察された。 
・ ７月２日、社会を明るくする運動メッセージ伝達式並びに

講演会が開催された。南河内公民館で開催され、岸田内閣

総理大臣のメッセージを市推進委員会委員長の広瀬市長が

受け取った。社会活動家、認定ＮＰＯ法人全国こども食堂

支援センター・むすびえ理事長の湯浅誠氏が、「こども食堂

と私たちの地域・社会」と題した講演を行った。 
・ ７月４日、市教職員協議会長面会を行った。今年度会長の

秋山実石橋中学校教諭が、事務局長の大橋崇人同校教諭と

共に来庁した。 
・ 同日、第４回下都賀地区教育長部会が開催された。「学校の

働き方改革を踏まえた部活動改革」「定年延長に係る制度」

「令和４年度定期異動の成果と課題」等について研修を行

った。また、県教育委員会発出の通知の取扱いについて意

見交換を行った。 
・ ７月５日、国分寺小学校の３年生児童約１００名がふくべ

細工体験活動を行った。下野かんぴょう・ふくべ振興の会

の会員数名が指導に当たった。小学生たちは、かんぴょう

を３分の１から４分の１にした材料に、絵具等で色を塗っ

たり、絵を描いたりした。 
・ 同日、国分寺学校給食センターを訪問した。最近の給食食

材高騰について情報を寄せてもらった。 
・ 同日、第３回庁議が開催された。報告事項として「令和５

年４月採用職員採用試験の募集開始について」が挙げられ

た。また、中学生議会への対応について、答弁書作成担当

課等を決定した。 
・ 同日、市外国語研修（学校会場研修）授業研究会が行われ

た。国分寺中学校を会場として、研究授業は、授業者を加

藤修司同校教諭にお願いし、２年４組の教室で１３時半か

ら行われた。指導助言及び講話は、「思考力・判断力・表現

力等を育てる指導の工夫」と題して、国立教育政策研究所

教育課程調査官の清水友晶氏が行った。 
・ ７月６日、教育委員会部内会議を開催した。 
・ ７月７日から８日まで、下都賀地区教育委員会連合会学事
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視察が開催され、新潟県の長岡市教育委員会を訪問した。 
・ ７月１１日、第２回下野市立小中学校教科用図書選定委員

会を開催し、最後に永山委員長から答申を受けた。 
・ ７月１２日、栃木ＳＣ下野市民デープレミアシート抽選会

が行われ、１７組３４名の応募者のうち、５組１０名が当

選した。なお、試合は、７月２３日１９時キックオフの予

定である。 
・ 同日、鈴木健一氏が市長表敬訪問をされた。令和４年春の

叙勲 瑞宝小綬章（教育）を受けられた。 
・ 同日、第１回市生涯学習推進協議会が開催された。生涯学

習推進本部長である広瀬市長が挨拶を行った。会長に学識

経験者の鈴木健一氏、副会長に男女共同参画推進委員会代

表の楡木久美子氏が選出された。 
・ 同日、久喜市視察団の南河内小中学校訪問が行われた。「鷲

宮西中学校区における義務教育学校設立準備委員会」委員

の皆様、並びに市教育長をはじめとする市教職員が視察に

見えた。 
・ 同日、令和５年度教職員人事に関する懇談を実施した。竹

田下都賀教育事務所長が来庁し、来年度並びに今後の教職

員人事に関する情報交換を行った。 
・ ７月１３日、石橋ロータリークラブが来庁した。以前実施

していた「優良中学生表彰」を復活させたいという相談、

依頼で来庁した。なお、今月から「下野、上三川ロータリー

クラブ」になったとのことであった。 
・ ７月１４日、社会を明るくする運動街頭普及啓発活動が行

われた。市内４か所で市の事務職員を除く２９名で行い、

私は国分寺地区「スーパーオータニ」で行った。 
・ ７月１５日、ふくべ細工体験活動が行われ、国分寺中学校

の美術部員が、ランプシェード作りを行った。運動部活動

の地区大会が行われていたため、平日の８時半からの活動

が可能であった。 
・ 同日、市ソフトボール協会大橋四郎会長、梅山博行氏が市

長表敬訪問をされた。梅山氏が、県ソフトボール協会永年

功労者表彰を受賞したための表敬訪問であった。 
・ ７月１８日、下野市Ｂ＆Ｇ海洋センター１０年連続「特Ａ

評価」表彰式並びに、Ｂ＆Ｇ下野国分寺海洋クラブ舟艇器

材配備式が行われた。 
・ ７月１９日、英語でコミュニケーションＤＡＹが祇󠄀園小学

校２、５、６年生を対象に実施された。 
以上の報告内容について、質疑等はあるか。 

（熊田委員）   しもつけウインドオーケストラ２０２２については、私もイ
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ンターネット配信で視聴した。久しぶりに生の音楽に触れ、コロ

ナ禍の中ではあるが、こういった取組みはやはり良いと感じた。 
（石﨑教育長）   少しずつでもこういった機会があると良いと私も感じている。 
          他に質疑等はあるか。 
（石嶋委員）   「石橋ロータリークラブ」が、「下野、上三川ロータリークラ

ブ」になったとのことだが、これは会員の減少によるものなのか。 
（石﨑教育長）   詳細な理由については聞いていないが、恐らくそれも一因で

はないかと思われる。 
          他に質疑等はあるか。 
（佐間田委員）   給食センターについてである。子どもが国分寺中学校に通っ

ているのだが、土曜日の体育祭の日にも給食を提供するという

連絡が入った。これは特別な対応なのか。費用の問題は大丈夫な

のか。また、学校から申請があれば、給食センターは休日でも給

食の提供を行うのか。 
（石﨑教育長）   特別な対応というよりも、給食を提供する日数の年間合計を

見て判断をしている。また、体育祭の日の給食は簡易給食に近い

ものになる。体育祭自体は午前中に終了するが、片付けが午後に

残っているので、簡易的に給食を実施し、片付け終了後はすぐに

生徒を帰宅させる予定である。通常の給食よりも費用は抑えら

れるため、通常の給食に費用面での影響はないと考えている。 
          他に質疑等はあるか。（特になし） 
 

３．議事録署名人の選任 熊田委員及び石嶋委員を指名 
 

４．前回議事録の承認 
（石﨑教育長）   前回議事録について、事務局より説明を求める。 
（神田教育総務課課長補佐）    令和４年度第３回教育委員会定例会の議事録について、修正

箇所の説明を行う。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

議事録はこのとおり承認とする。 
 

５．議事 
（石﨑教育長）   議案第２０号 令和５年度使用教科用図書の採択についてに

ついて、説明を求める。 
（石島学校教育課長）   令和５年度使用教科用図書の採択について、担当の指導主事

から説明する。 
（土田指導主事）   第２回選定委員会で行われた内容、選定結果について報告す

る。今年度は、令和５年度に使用する特別支援学級用教科用図書

について調査研究並びに選定を行った。 
まず、調査研究を行うにあたり、これまで採択してきた図書に

ついて令和５年度の供給が可能であるか出版社に確認を取った
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ところ、小学校５冊、中学校５冊の図書が供給できないことが分

かった。そのため、これらの図書については今年度の調査研究の

対象から除いている。 
続いて、令和５年度使用図書として新しく選定した図書につ

いて説明する。はじめに小学校特別支援学級用教科用図書につ

いて報告する。 
 

【小学校特別支援学級用教科用図書】 
〇生活「かばくん・くらしのえほん３  

かばくんの はる なつ あき ふゆ」（あかね書房） 
・身の回りの様子や季節の行事が柔らかいタッチのイラス

トと簡単な文章で紹介されている。１つの季節が８ペー

ジ分をかけて紹介されており、イメージが広がりやすく、

語彙を増やすことが期待でき、また、本書を基に理解し

たことを日常生活の中で見つけたり、体験したりするこ

とで、生活に役立てることが期待できることなど調査員

から挙げられた。 
 

続いて、中学校特別支援学級教科用図書について説明する。削

除を検討したのは社会と理科で１冊ずつである。旺文社「描いて

覚える中学歴史」については、歴史上の人物が顔写真ではなく抽

象的なキャラクターで描かれており、生徒がイメージしにくい

こと、また、情報量が多すぎるために生徒が見づらさを感じるこ

となどが挙げられた。みくに出版「目で見る理科資料集 小学校

低学年用」については、扱われている内容が古く、必要な内容は

これまで採択されている図書で十分に説明できることが理由と

して挙げられた。 
続いて、新たに選定された図書について説明を行う。 

 
【中学校特別支援学級用教科用図書】 

〇国語「中学国語をひとつひとつわかりやすく。改訂版」 
（学研） 

〇社会「中学地理をひとつひとつわかりやすく。改訂版」 
（学研） 

〇数学「中１数学をひとつひとつわかりやすく。改訂版」 
（学研） 

〇理科「中１理科をひとつひとつわかりやすく。改訂版」 
（学研） 

〇英語「中１英語をひとつひとつわかりやすく。改訂版」 
（学研） 

・５教科に渡って選定された、学研「ひとつひとつわかりやす
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く。」シリーズについて説明する。今回、近年増加している

自閉症・情緒学級の生徒の使用も想定し、受検で必要とさ

れる国語、社会、数学、理科、英語の５教科で同一シリー

ズを選定することを検討した。片方のページに要点がまと

められ、もう片方のページに問題が用意されており、同じ

パターンでまとめられた図書を使用することで、生徒の安

心感につながることが理由として挙げられた。 
〇国語「言葉と文法にぐーんと強くなる 小学１年生」 

（くもん出版） 
〇国語「言葉と文法にぐーんと強くなる 小学２年生」 

（くもん出版） 
・構成が学習内容ごとに細かく分けられており、効果的に学

習が進められ、解答欄も見やすい配列になっていることが

選定の理由である。 
〇書写「朝のペン字練習帖」（ナツメ社） 
・基本から学習できること、見開きで学習しやすい構成など

の工夫が理由である。   
〇技術「やさいの うえかた そだてかた」（岩崎書店） 
・身近な野菜が多く紹介されており、その生育過程が具体的

に説明されていること、技術の学習のほか、理科、家庭科、

作業、生活単元、総合的な学習の時間など、他教科等とも

関連させて教科横断的に活用できることが理由として挙げ

られた。 
協議では、どの図書も特別支援学級に在籍する児童生徒の特

性を踏まえて調査されていること、よく配慮して選定されてい

るという意見が出された。 
（石﨑教育長）   それでは、委員の皆様から質問等はあるか。 
（熊田委員）   以前、下野市教育研究所にて小中学校特別支援学級用教科用

図書を見せてもらったが、その時よりも数が減っているように

思う。これは途中で選別がされたということなのか。 
（土田指導主事）   県の調査研究を受け、教科用図書として挙げられた本も、今

回教育研究所に置いていた。それらの本を更に下野市教科書選

定委員会にて調査研究をした上で、選定したい教科用図書とし

て本日挙げている。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。 
（熊田委員）   削除を検討した二冊の教科用図書についてであるが、先ほど

削除理由の説明を受け、確かに削除が妥当であると感じた。教科

書選定委員会では他に何か意見は出たのか。 
（土田指導主事）   社会の教科書については、歴史上の人物を抽象的なキャラク

ターとして描くのはアイディアとして面白く、子どもたちにと

って馴染みやすいものになると考え、当時は採択したものと思
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われるというような意見が挙がった。しかし、市内でこちらの教

科用図書を使用している中学校はない。また、実際に中学校歴史

を学習するのは、自閉症・情緒学級所属の生徒が多く、はっきり

した顔写真ではなく、抽象的なキャラクターとして歴史上の人

物が掲載されていることにより、かえって混乱を招いてしまう

のではないかという意見も挙がった。 
（石﨑教育長）   他に質問等はあるか。（特になし） 

それでは、「小中学校特別支援学級用教科用図書」報告を受け

て、委員の皆様から意見等はあるか。 
（石嶋委員）   調査委員は、具体的に自分が担当している子どもたちの姿を

イメージしながら調査研究し、選定にあたったと思われる。現場

で実際に子どもたちと接し、子どもたちに即した教科書として

調査研究を深め、選定したものであると思うので、私はこの結果

を尊重したいと考える。 
（熊田委員）   「かばくん・くらしのえほん３ かばくんの はる なつ あ

き ふゆ」や、「やさいの うえかた そだてかた」について

は、優しい気持ちになるような柔らかい色づかいで絵が描かれ

ており、子どもたちの気持ちも落ち着くのではないかと感じ

た。特に「やさいの うえかた そだてかた」については、写

真が多く掲載されているようにタイトルからは感じるが、写真

ではなく、描いた方の野菜への愛が感じられるようなイラスト

で、野菜の栽培方法などが紹介されている。とても良い本であ

ると感じた。 
（永山委員）   教科書選定委員会において調査員から説明があったが、今回

は、自閉症・情緒学級の子どもたちに配慮した選定になってい

るとのことである。例えば、片方のページに説明があり、もう

片方のページでそれに関する練習問題を解くというような形

が、どの教科でも共通していることによって、子どもたちにと

って不測の事態が起こらず、安心感を持って学習を進めること

ができるのである。そういった部分まで配慮し、研究を進めた

のだなと感じている。 
（佐間田委員）   「やさいの うえかた そだてかた」については、食育にも

用いることができるのではないかと感じた。どの本もよく検討

され、良い本であると感じる。 
（石﨑教育長）   石嶋委員が述べたように、先生方は日々子どもたちに寄り添

い、どんな教材なら使いやすいか、どんな本が子どもたちに即し

ているかということを分かっているかと思う。そんな先生方の

意見を尊重したいと考える。 
他に意見等はあるか。（特になし） 

 
          それでは、これより採決に移る。採決の内容については非公
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開となるため、教育長と教育委員は別室に移動する。 
          （教育長・教育委員が一旦退出する。） 
 
          【採決、非公開】 
 

   （ここで会議の非公開を解く。） 
 

（石﨑教育長）   議案第２０号 令和５年度使用教科用図書の採択については、

本日上程された原案のとおり、採択したことを報告する。 
 
         ・令和５年度使用小学校特別支援学級用教科用図書の新規採択一覧 

科 目 書 名 発行者名 
 

国語 
 

かばくん・くらしのえほん３ 
かばくんの はる なつ あき ふゆ 

あかね書房 

 
   ・令和５年度使用中学校特別支援学級用教科用図書の新規採択一覧 

科 目 書 名 発行者名 

国語 言葉と文法にぐーんと強くなる 
小学１年生 くもん出版 

 
国語 

 

言葉と文法にぐーんと強くなる 
小学２年生 くもん出版 

 
国語 

 

中学国語をひとつひとつわかりやすく。 
              改訂版 

学研 

 
書写 

 
朝のペン字 練習帖 主婦の友社 

社会 
中学地理をひとつひとつわかりやすく。 
              改訂版 

学研 

数学 
中１数学をひとつひとつわかりやすく。 
              改訂版 

学研 

理科 
中１理科をひとつひとつわかりやすく。 
              改訂版 

学研 
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技術 やさいの うえかた そだてかた 岩崎書店 

英語 
中１英語をひとつひとつわかりやすく。 
              改訂版 

学研 

 
          また、「描いて覚える中学歴史（旺文社）」「目で見る理科資料

集 小学校低学年用（みくに出版）」は、選定一覧より削除した。 
          以上で、議案第２０号を終了とする。 
 
         ６．協議事項 
（石﨑教育長）   ここでお諮りする。協議事項を１件追加してよろしいか。（全

委員承認） 
それでは（１）下野市民生委員推薦会推薦委員の選出につい

て、説明を求める。 
（上野教育総務課長）   民生委員の推薦については、規則に基づき候補者を決定して

いる。令和４年７月２４日で委員の任期２年が満了となること

から、委員１名を推薦するよう依頼があったため、推薦をお願い

するものである。なお、現在は永山委員に推薦委員をお願いして

いる。また、８月以降の推薦会の開催は、決まり次第通知される

とのことである。 
（石﨑教育長）   永山委員にお願いしてよろしいか。 
（永山委員）   了承した。 
（石﨑教育長）   委員の皆様よろしいか。（全委員承認） 

下野市民生委員推薦会推薦委員に永山委員を教育委員会から

推薦することで決定した。 
続いて、報告事項に移る。 

 
         ７．報告事項 
（石﨑教育長）   （１）令和４年第２回市議会定例会の報告について、教育次長

から説明する。 
（近藤教育次長）   令和４年第２回市議会定例会の日程、教育委員会関連議案、

教育委員会関連一般質問について報告する。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 
          続いて（２）教育委員会後援等の承認について、説明を求め

る。 
（上野教育総務課長）   ７月現在、１件の後援及び教育長賞、２件の後援を承認した

旨報告する。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 
          ここでお諮りする。報告（３）については、個人情報に関する
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案件なので、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４

条第７項」の規定により、非公開として進めたいと思うが、よろ

しいか。（全委員異議なし） 
          それでは、報告（３）は、非公開として進める。 
          （３）とちぎっ子学習状況調査結果（速報）の報告について、

説明を求める。 
 

以下、非公開 
 
（石﨑教育長）   ここで非公開を解く。 

続いて（４）グリムの森遊具等設置工事（設計・施工）に係る

指名型プロポーザルの結果について、説明を求める。 
（浅香生涯学習文化課長）   グリムの森に設置していた遊具の老朽化が進んでいたため、

大型公園遊具を更新することとした。遊具更新に係る指名型プ

ロポーザルの結果、事業者が決定したため報告する。 
          グリムの森に、長い滑り台と木製遊具が設置されているが、

木製であるため、腐食や老朽化が進み、現在は使用不可になって

いる。しかし、都市公園の整備計画の中で順次遊具を更新してい

くということになっており、グリムの森においても、ちょうど更

新時期となっていたため、今年度新たな遊具を設置することと

した。その選定に当たっては、指名型プロポーザルの方式をとっ

ている。 
          続いて、工事概要について説明する。今回、単に遊具を設置す

るだけでなく、遊具設計と設置、看板の設置、整地工事、既存遊

具の撤去処分について一体的に実施することとした。４社が参

加し、提出書類及びプレゼンテーションの内容を審査した結果、

事業者が決定した。 
          工事については、グリムの森のイルミネーションの時期に重

ならないように実施する予定である。なお、今年度のグリムの森

のイルミネーションは、１１月２７日にオープンする予定であ

る。 
          参考として、児童用と幼児用、２種類の遊具のパースを掲載

した。グリムの城をイメージしたものになっており、グリムの森

にも溶け込むような配色、デザインとなっている。児童用複合遊

具は比較的難易度が高く、高学年向けの作りになっている。児童

用複合遊具については、現在長い滑り台が設置してある場所に

設置され、幼児用複合遊具については、現在木製遊具が置かれて

いる場所に設置される予定である。この他に築山の設置やエコ

ベンチの設置についての提案もあったため、こちらも契約の中

に盛り込むこととした。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 
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（佐間田委員）   現在設置されている遊具は全て撤去され、新しいものに更新

となるのか。 
（浅香生涯学習文化課長）   長い滑り台と木製遊具以外にも、グリムの森には遊具が設置

されているが、今回の更新では撤去せず、そのまま使用できるよ

うにしておく予定である。 
（佐間田委員）   ターザンロープの遊具等も残るのか。 
（浅香生涯学習文化課長）   ターザンロープの遊具は、老朽化により既に撤去済みである。

回転遊具については、そのまま残しておく。今回撤去する長い滑

り台は、老朽化が進み滑れないような状態であり、使用禁止とな

っていた。また、木製遊具についても、木が腐食してしまったた

め、テープを巻き、入れないようにしてあるのが現状である。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。 
（石嶋委員）   新しい遊具は、やはり木製ではなく金属製なのか。 
（浅香生涯学習文化課長）   ＦＲＰ（繊維強化プラスチック）やポリカーボネート、ステン

レスなどの耐久性の高い素材で作られている。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。 
（熊田委員）   回転遊具等は残るということであったが、今回設置されるよ

うな新しい遊具が入ると、以前からあった遊具は古びているよ

うに見られてしまうのではないかと心配に思っている。新しい

遊具を導入すると同時に、元からあった遊具にペンキを塗り直

したりはしないのか。 
（浅香生涯学習文化課長）   今のところ、ペンキ塗り等の実施予定はない。現在残すこと

を決定している遊具は、全て人気が高いものになっており、その

ままの形を残していきたいと考えている。ペンキ塗りなどは、メ

ンテナンスの面で必要になるものであるので、計画に則って実

施していきたい。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。 
（佐間田委員）   今までグリムの森に置かれていた遊具は、他の公園にはない、

独自性のあるものであり、それを目的に遊びに来る子どもたち

も多かったのではないかと思う。今回の遊具のように、どの公園

にでもあるような複合遊具の設置では、魅力が減衰してしまう

のではないかと心配である。 
（浅香生涯学習文化課長）   プロポーザルを実施するにあたり、参加業者も他の公園に新

規設置された遊具を視察している。今回グリムの森に設置する

複合遊具は、市内各公園に設置されている複合遊具よりも難易

度が高いものであり、子どもたちのチャレンジ精神を刺激し、リ

ピート率を高めることができるとのことである。 
（佐間田委員）   そういった魅力を強く押し出してほしい。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、その他の連絡事項に移る。 
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８． その他 
（石﨑教育長）   （１）下野市学校適正配置推進協議会の実施について、説明を

求める。 
（上野教育総務課長）   下野市学校適正配置推進協議会の実施について説明する。前

回の定例会で委員の選任の了解をいただいたところである。協

議会の第１回会議を７月２７日に下野市役所で開催する。協議

会は全４回、その間に保護者・地域説明会を２回行う予定として

いる。協議事項は「前回検証に関する提言書について」「細谷地

区及び細谷小学校の現状について」「細谷小学校の小規模特認校

制度の検証について」等である。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（２）第１５回下野市教育のつどい 記念コンサートの

実施について、説明を求める。 
（上野教育総務課長）   永山委員紹介の声楽家 大森史子さんに、コンサートについて

快く引き受けてもらった。略歴や活動実績は配布資料のとおり

である。今回の教育のつどいでは、ピアノ伴奏による声楽コンサ

ートを開催することができることとなった。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 
（永山委員）   ピアノがアップライトピアノ１台のみの配置ということであ

ったが、ピアノの位置やアップライトピアノで問題ないか等、既

に打ち合わせ済みなのか。 
（上野教育総務課長）   不都合が起こらないよう調整済みである。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 
          続いて（３）石橋公民館思い出写真展について、説明を求め

る。 
（浅香生涯学習文化課長）   石橋公民館のメモリアル事業のお知らせである。新たに石橋

複合施設を建設中のため、今ある石橋公民館については間もな

くその役目を終えることとなる。そのため、現在の石橋公民館の

利用者を中心に実行委員会を組織し、今の公民館のメモリアル

事業、そして、新しくできる公民館のオープニングセレモニーを

実行委員会形式で実施しようと、現在進めているところである。

それを改めて整理し、今回報告する。 
石橋公民館のメモリアル事業として「記念誌（アルバム）作成」

「記念ＤＶＤ作成」「思い出の写真展の開催」「記念講座の実施

（１０月１４日）」「メモリアルフェスタの実施（１０月１６日）」

の５つの事業を実施しようと考えている。現在、実行委員が様々

な準備を進めているところである。なお、１０月１６日のメモリ

アルフェスタは、今の石橋公民館の利用者だけで実施しようと

いうことで、今のところは幅広く周知はしていない。 
また、「石橋公民館とこの町の思い出写真展」は、既に石橋公

民館で実施している。近隣住民や、これまで公民館を利用してい
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た方々が所蔵していた昔の懐かしい写真を収集し、その写真に

まつわる思い出のエピソードなども一言添えてもらった。近く

まで立ち寄った際には是非見てほしい。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、（４）石橋複合施設工事現場見学会のお知らせ、開館

までのスケジュールについて、説明を求める。 
（浅香生涯学習文化課長）   現場見学会の関係については、６月の教育委員会定例会でも

案内した内容になるため、割愛する。７月２４日の９時３０分か

ら正午までの午前中、見学会を開いているため、是非来てほしい。

配布したチラシには、現在の完成予想図を記載している。また、

内装のイメージパースについても出来上がってきたため、持参

した。まだ具体的にクロスバイト化しているわけではないので、

７月２４日にはまだこのような状況までは出来上がってはいな

いが、内装もこれまでの公民館のイメージとは違うような、モダ

ンなものになっているため、是非見てほしい。 
続いて、石橋複合施設のオープンまでのスケジュールについ

て案内する。１０月３１日に竣工予定で、１１月９日、１０日に

内覧会を実施する予定である。こちらについては内容が決定次

第案内する。その後、１１月中旬を目安に引越し作業を行う。今

の公民館から、新しい複合施設へ引越しをしたり、新しい物品を

納入したりという作業を行っていく。今のところ１１月１４日

を予定しており、引越し終了後、今の公民館は引き払う形になる

ため、それ以降は使用ができなくなる。 
現在の予定では、１２月３日に複合施設のオープニングセレ

モニーを行う予定になっている。施設利用については、次の日の

１２月４日から行うことができる。なお、新しい公民館のインタ

ーネットでの使用予約は、１０月１日から開始予定である。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 
（熊田委員）   １２月３日のオープニングセレモニー等で、教育委員が出席

すべき行事はあるか。 
（浅香生涯学習文化課長）   今のところ利用者を主体とした実行委員会で検討を進めてお

り、詳細については決定していない。新型コロナウイルス感染症

の拡大により起工式も非常に小規模の形で実施したが、それを

踏襲する形で予算を見ていたため、同様に縮小した形で行う予

定になっている。 
（石﨑教育長）   内覧会についてはいかがか。 
（浅香生涯学習文化課長）   内覧会については、地元の方々や利用者等、できる限り多く

の方に参加してほしいと思っている。新型コロナウイルスの感

染状況も懸念されるが、例えば人数を区切る、時間を制限するな

ど、感染対策を講じながら、多くの方に見てもらうため、業者と

よく調整をし、内容等が決定次第連絡する。 
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（石﨑教育長）   これは一般向けの内覧会ということか。 
（浅香生涯学習文化課長）   一般向けである。内覧会について、自治会長や石橋公民館の

利用者等、様々な方に周知する予定である。 
（石﨑教育長）   議員向けの内覧会等は別日に予定しているのか。 
（浅香生涯学習文化課長）   議員向けの内覧会は別日に設けたいと考えている。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。 
（佐間田委員）   石橋複合施設には、公民館の他に児童館が併設されていると

思うのだが、児童館は日曜日が休みだったように思う。児童館は

公民館から１日遅れて、１２月５日から利用開始となるのか。 
（浅香生涯学習文化課長）   そのとおりである。オープニングセレモニーは一緒に行う予

定ではあるが、児童館については、これまで同様、日曜日が休館

日となるので、１２月４日には利用ができない。複合施設になっ

ても、現在の開館時間や休館日を引き継ぐことになるため、公民

館と児童館の休館日はずれる形になる。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 
          続いて（５）文化協会ハンドベルコンサートについて、説明を

求める。 
（浅香生涯学習文化課長）   文化協会が創立１６周年記念事業として実施するものである。

文化協会から白鷗大学ハンドベル部に、かねてから依頼はして

いたのだが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響でコンサー

トが実現できなかったという背景がある。そのため、今回１５＋

１周年という形で、市役所のロビーを活用し、実施することにな

った。是非コンサートに足を運んでほしい。 
（石﨑教育長）   定員についての表記がある。教育委員の皆様が足を運ぶ際に

は、事前に連絡をいれてもらったほうが良いか。 
（浅香生涯学習文化課長）   定員とは別の枠を考えてはいるが、もし不安だということで

あれば、入場整理券を用意しているため、声を掛けてもらえれば

渡すことができる。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 
          続いて（６）国分寺図書館くら寿司出張講座について、説明を

求める。 
（浅香生涯学習文化課長）   国分寺図書館が主催となって行う、くら寿司出張授業につい

て案内する。 
こちらは県内では初めて実施する事業になる。くら寿司が社

会貢献事業として、夏休みの調べ学習支援講座をプログラムと

して行っており、そこに国分寺図書館が応募したところ採択さ

れた。８月３日の１０時半から国分寺公民館の大ホールで行わ

れる。寿司の回転レーンなども作るため、図書館は会場として狭

いということで、国分寺公民館のホールを使い、出張授業を行う。

時間が合えば視察として足を運んでほしい。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 
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          続いて（７）グリム夏休みイベントについて、説明を求める。 
（浅香生涯学習文化課長）   グリムの森で実施している、毎年恒例の夏休みのファミリー

コンサートや、様々な体験教室の案内について配布した。是非目

を通してほしい。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 
          それでは、その他に事務局から連絡事項等はあるか。 
（山口文化財課長）   本日チラシを４枚配布した。まず、７月１６日から９月４日

に開催する「下野市内の遺跡展Ⅰ」の案内である。チラシ裏面に

掲載した航空写真は、市内の自治医大駅から小金井駅にかけて

の１９８０年代の宅地開発前の写真で、８０年代から９０年代

にかけて県埋蔵文化財センターが開発に伴い発掘調査を行った

際に撮影された写真である。スクリーントーンで着色されてい

る範囲は、埋蔵文化財包蔵地の範囲を示している。その中で名称

が記されている箇所が遺跡として本調査が行われた地点である。

今回の展示はこの中から旧石器～弥生時代の遺跡を中心に展示

を行っている。講演会も８月６日に開催予定だが、応募者が多く

キャンセル待ちの状態である。 
続いて「しもつけ風土記の丘資料館体験コーナー」についてで

ある。こちらも全てキャンセル待ちの状態である。勾玉作り、埴

輪作りの他、チラシには掲載されていないが、８月１日にはかん

ぴょうの手鉋剥き体験を実施する予定である。今のところ、定員

１５名ほどで実施する予定にはなっているが、現在かんぴょう

を手に入れることがなかなか難しい。本日、緑小学校でも体験活

動を行ったのだが、かんぴょうの数を集めるのに苦労した。市内

農家の方の協力をいただき、今日の体験活動は実施することが

できた。なお、先週も古山小学校、緑小学校、祇園小学校で、か

んぴょう剥き体験を実施した。 資料館で開催予定のかんぴょ

うの手鉋剥き体験についても、現在全てキャンセル待ちになっ

ている。 
続いて「薬師寺歴史館の歴史講座」についてである。前々回の

教育委員会定例会において承認いただいた「マンガふるさとの

偉人 下毛野古麻呂」の解説をする予定である。また、７月１７

日に「栃木県子ども観光大使」の体験活動を実施した。１４名が

参加し、中には今市小学校の６年生で、先月学校の校外学習で見

学に来たが、今回体験ができるということで参加をした、という

児童もいた。６月だけで 1,110 名以上の小学６年生が見学に来

ている。 
最後に、例年実施している「文化財絵画展」についてである。

こちらは昨年度には２２０名、一昨年度には２４０名前後の応

募があった。一般の方からの応募もあるが、基本的は小学校、中

学校、義務教育学校の児童生徒を中心に、文化財をテーマに絵を
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描いてもらっている。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 
（石嶋委員）   「しもつけ風土記の丘資料館体験コーナー」に、男の子のイラ

ストが掲載されているが、市外中学校のジャージを着ているよ

うに見える。せっかくならば、市内の中学校のジャージを組み合

わせたようなものを着せた方が良いのではないか。すぐに変え

てほしいという訳ではないが。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 
          それでは、他に事務局から連絡事項等はあるか。 
（若林スポーツ振興課長）   教育長の挨拶にもあった、下野市Ｂ＆Ｇ海洋センター１０年

連続「特Ａ評価」表彰式、並びにＢ＆Ｇ下野国分寺海洋クラブ舟

艇器材配備式についてお知らせする。 
本日舟艇配備式にて配備された、カヌーとサップの写真を配

布した。サップとは、サーフボードを大きくしたようなものであ

る。今回、これらのものをＢ＆Ｇ財団から３年間無償で貸し出し

てもらうこととなった。これらの器材を使い、事業を行っていく

のだが、その実施状況によっては３年後にそのまま無償提供さ

れることとなる。 
また「特Ａ評価」表彰式についてである。Ｂ＆Ｇ財団のほうに

評価基準表があり、どういった事業を行うと何点、というように

定められている。その中には「全国サミット」「教育長会議」と

いった会議も含まれており、教育長や市長にも出席いただいて

いる。その他、例えば水辺の安全教室を各小中学に訪問し、実施

しているが、このような事業にも細かく点数が定められている。 
また、先ほど山口文化財課長から話があった「マンガふるさと

の偉人 下毛野古麻呂」の発行にも点数がつけられている。それ

らの積み重ねで８０点を超えると「特Ａ評価」となり、それを１

０年間継続しているということで、今回表彰を受けた。 
特Ａ評価に係る特典もあり、昨年度のプール改修に対し、

2,000 万円の補助があった。今年度も上限 3,000 万円の補助を受

けられることになっている。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。 
（熊田委員）   サップとはサーフボードの大きいものということでよろしい

か。 
（若林スポーツ振興課長）   そのとおりである。サーフボードよりも大きなものになって

おり、その上に立って乗ったり、座って乗ったりするものである。

カヌーだとどうしても乗り込むような形になるため、ひっくり

返ってしまうと起き上がるのが難しい。そういった部分でサッ

プは使用しやすいので、新しい事業等で活用してほしい。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。 
（佐間田委員）   サップはサップヨガ等に使用するものかと思うが、市民が実
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施する講座などに対して、カヌーやサップの貸出し等は考えて

いないのか。 
（若林スポーツ振興課長）   貸出しは現在考えていない。市や夢くらぶ国分寺で体育活動

を行っているため、それらの事業に参加してもらい、講師に教え

てもらいながら使用するということを考えている。 
（佐間田委員）   貸出しはこれからも行わないのか。 
（若林スポーツ振興課長）   貸出しは行わない予定である。まずプールで使い方を覚えて

もらい、カヌーは基礎的な動き等もプールにて教わってもらう。

その後実際川に行き、体験活動をしてもらうというような流れ

である。 
（佐間田委員）   私は性教育の講義を行う際、赤ちゃん人形を健康増進課から

借りている。このように、市民活動として市民が市民のために使

うのであれば、税金で買ったものだということで、利用申請を出

せば貸し出してもらえる物品が市にはいくつかある。そういっ

た扱いにはならないのか。 
（若林スポーツ振興課長）   貸出しをしても、使用できる場所がない可能性がある。 
（佐間田委員）   そういったサークルや教室を開きたいという人もいるのでは

ないかと考え、意見を述べた。カヌーやサップのような大きい器

材は、なかなか数を揃えることが難しいかと思うので、貸出しが

できると良いと思った。 
（若林スポーツ振興課長）   貸出しは考えていないが、是非市の事業に参加していただき、

器材を使ってもらいたいと考えている。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

事務局から他に連絡事項等はあるか。 
（上野教育総務課長）   今年度の下都賀地区市町教育委員会連合会全体研修会の案内

を配布したので、確認をお願いする。 
（石﨑教育長）   質疑等はあるか。（特になし） 

事務局から他に連絡事項等はあるか。 
（若林スポーツ振興課長）   本日書類を配布したが、９月４日の自治会対抗のキンボール

大会及び市民体育大会は中止とした。また、７月３０日に南河内

テニスコートのオープン式を開催するので、出席してほしい。 
（石嶋委員）   南河内テニスコートのオープン式について、駐車場は公民館

の駐車場を使用すればよいか。 
（若林スポーツ振興課長）   公民館の駐車場も、新しくできたテニスコート付近の駐車場

も利用できる。 
（石﨑教育長）   他に質疑等はあるか。（特になし） 

事務局から他に連絡事項等はあるか。（特になし） 
それでは、教育委員の皆様から連絡事項等はあるか。 

（熊田委員）   １点お話しする。６月２７日の国分寺小学校学校訪問の際、教

職員との懇談会があったのだが、グループの先生方と話した時

に、留守番電話があると良いという意見が挙がった。他の小中学
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校でも、留守番電話についての話題は今までも挙がっていたが、

働き方改革を進めていく中で、やはり放課後のある一定の時間

からは、留守番電話対応になった方が良いと思う。他の市町では

導入しているところもあると聞いたことがある。家庭用の留守

番電話のように、まず留守電につながり、内容によって受けるべ

き電話ならば受けることができるような機能はないものか。そ

ういった対応をするよう、下野市も進めていった方がいいので

はないかと思っている。 
（上野教育総務課長）   留守番電話については昨年度秋に、市教職員組合と市長、教育

委員会事務局が揃い、意見交換を行った。その際、市長にも学校

における電話対応の大変さが伝わり、留守番電話導入にどのく

らい経費がかかるか調べるよう話があった。急ぎ、今年度の予算

対応ができるか検討をするということで、見積りを徴取したと

ころ、電話機本体の交換だけでは留守番電話の導入ができず、建

物の電話設備自体をすべて取り換えなければならないというこ

とがわかった。金額として、１校あたり数百万円がかかるという

ことが判明し、その旨を市長へ報告したところ、別の手段がある

かどうか検討すること、及び今年度中の実施は難しいとの答え

を受けた。しかし今後、例えば大規模修繕を行う際には電話設備

の取換えについても実施していきたいと考えている。また、その

他「留守番電話サービス」のような機能が使えるのであれば、な

るべく経費がかからない形で実施していきたいということで、

現在調査中である。なるべく早く答えが出せるようにしたいと

考えている。 
（石嶋委員）   県立高校は既に留守番電話を導入していると思うが、そちら

もそれぞれ学校ごとに数百万円をかけたということか。 
（上野教育総務課長）   おそらく、施設の大規模改修の際に導入したか、新しい学校で

あれば建物の設計段階で導入をしていたかのどちらかではない

かと考える。 
（石﨑教育長）   補足説明する。留守番電話については以前から話題として挙

がっていた。しかし、私が中学校長だった３年前には、市内４つ

の中学校長は留守番電話の導入に反対した。中学校は部活動の

関係で、外で連絡をする必要があるので、保護者の方は顧問の携

帯電話の番号を知っている。もしトラブルが発生した場合、保護

者の方が学校に電話をしてくれれば、「何年何組で問題があった」

「〇〇部で問題があった」というような内容が、他の教師にも伝

わるのである。それが、もし学校に電話がつながらないとなると、

保護者の方は顧問の先生の携帯電話に電話をすることになる。

その際、電話を受けた先生が個人の携帯で応対することになり、

問題の抱え込みや不祥事につながる可能性がある。そのため、留

守番電話はつけず、夜でもちゃんと教職員と電話がつながるよ
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うにしてほしいというのが４中学校長の考えであった。また、留

守番電話を導入している市町は確かにあるが、導入している市

町において、評価が必ずしも高いとは限らない。当市においても

休日に行っているように、市に電話してつながらない場合は、警

備会社に転送するという形をとっているようだが、本当に緊急

の場合、あるいは保護者の方が学校に電話するか迷うようなギ

リギリの電話について「やはり明日が心配だから…」と思い立っ

たとしても、学校にはつながらず、警備会社へと回され「緊急の

用事ではないから、電話するのはやっぱりやめよう」と考えてし

まう方もいる。こういった形で、留守番電話を取り入れている市

町でも、それが必ず高評価であるとは限らないということを付

け加える。 
          他に連絡事項等はあるか。 
（佐間田委員）   中学生議会の書類を子どもが学校でもらったが、これは自由

に聞きに行って良いものなのか。教育委員の立場から、中学生が

どういった意見を持っているのかを知りたい。 
（石島学校教育課長）   これはおそらく議事課発出の書類になるため、こちらで確認

し、後日お伝えする。 
（佐間田委員）   中学生議会に出る子どもの保護者や学校の方々で、見に来た

い方も多いだろうと思ったので、会場に入れるかどうかが心配

であり、質問した。 
（近藤教育次長）   定員があるため、議場に入れない場合もあるとは思うが、その

際はロビーで見てもらうこともできる。 
（石﨑教育長）   他に教育委員の皆様から連絡事項等はあるか。（特になし） 
          それでは、以上でよろしいか。（全委員承認） 

次回の教育委員会は、８月１８日（木）午後１時３０分からの

予定とする。 
 

本日の議事日程は全て終了した旨を告げ、午後５時１０分閉会。 
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